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【記入例】

（様式１）

第 ○○○ 号

平成○年□月△△日

青森県商工労働部新産業創造課長 殿

〒○○ ○○市○○字○○丁目○○

○○農業協同組合

代表理事組合長 ○○ ○○ 印

平成２２年度「知的財産による地域資源活用強化事業」の申請について

平成２２年度において、地域ブランドの育成に取り組むにあたり、知的財産による地域

資源活用強化事業による支援を受けたいので、公募要領の４に基づき、関係書類を添えて

申請します。
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（様式２）

「平成２２年度知的財産による地域資源活用強化事業」実施計画書

１ 実施主体

団 体 名 代表者役職・氏名 構成員数
）（関係者数

○○農業協同組合（ ） 組合長 ○○ ○○人

※任意組合の場合は （ ）内に任意と記載する。、

２ 取組の範囲

・ブランド化に取り組む範囲は、○○農協の○○支所とする。

・取組団体は、○○農協に◇◇を出荷している生産団体及びこれを取り扱う加工業者

等とする。

３ 取組の実施体制

区 分 役職・氏名 取組体制図

総括責任者 ○○農協

組合長 ○○

生産責任者 ○○部会長

○○

販売責任者 ○○農協○○課

係長 ○○

市
場
・
直
売
所
・
量
販
店
等

○○農協

県・市町村

生 産

出荷

指 導

加工

業者

○ ○ 部 会

◇ ◇ 組 合

農 協 施 設

・選別

・調整

出荷・

規 格 外

△ △ 組 合

栽 培 指 導

販売

販売
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４ ブランド化を目指す商品等の概要

商 品 名 概 要

・商品の概要

雪下○○ 雪の中から掘り出した○○とこれを◇◇した加工品

・コンセプト

雪や寒さを利用して、果実のように甘い○○を商品化して年間

を通じて消費者に届ける。

・地域との結びつき

、 。地域内の◇◇組合と○○部会が生産し 地元の直売所等で販売

・類似商品と比較した場合の優位性

他県よりも糖度や機能性成分が高い。

・消費者の反応等

非常に甘くて、青臭さもないと好評。

※商品が理解できる写真、データ等があれば添付する。

５ 現 状

（１）地域の実情（地域ブランドに取り組む理由など）

・地域の直売所を中心に販売していたが、県外も含めて販売していくためにブ

ランドづくりに取り組む。

（２）将来方向の合意形成の状況

・生産団体の役員からは、一定基準以上の収穫物に商品名を付けて有利販売し

ていくこについて了解を得ている。

（３）商品開発の状況

・○○の生産ついては、栽培マニュアルを作成し、一定量の商品を確保できる

が、加工品については○○加工会社と量目や味付け等について検討中。

（４）関係機関等の支援状況

・生産拡大に当たっては、市の○○事業を活用している。

（５）その他特記事項

・○○の中でも□□については季節限定で品質を重視して販売していく。
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６ 課 題

、 。・生産団体の役員との合意形成は進んでいるが 生産農家への理解が浸透していない

・また、加工品づくりでは、関係業者を含めた話し合いを進めていく必要がある。

７ 希望する具体的な支援内容（該当項目に○印を付ける）

①知的財産権制度についてのセミナー講師

②使用予定の名称、ロゴマーク等の権利取得に係る指導・助言

③商標などの使用基準に係る指導・助言

④周知性の確保に係る指導・助言

⑤知的財産の活用方法

⑥その他（ ）
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（様式３）

地域ブランドの育成に係る行動予定表

時 期 内 容 派遣

7/1 ・役員会

7/15 ・知的財産講習会の開催 ○

７月下 ・商品開発検討会 ○

８月中 ・○○○即売会に参加

・即売会反省会

８月下 ・商品開発改良検討会 ○

９月～ ・県内各地、首都圏等のイベント参加

11月～ ・知的財産権の取得に向けた打合せ（11月中に３回実施予定） ○

12月 ・権利化に向けた出願手続き ○

３月 成果発表会出席


